
はじめに 

 

 鳥取県教育委員会では、平成 24 年度に鳥取県のめざす幼児の姿

を「遊びきる子ども」とした「鳥取県幼児教育振興プログラム（改

訂版）」を策定し、幼児教育の充実に向けた取組を推進してきまし

た。そして、このたび、「鳥取県教育振興基本計画」の改訂の趣旨

を踏まえ、今後の本県幼児教育の方向性や取組を示す「鳥取県幼児

教育振興プログラム（第２次改訂版）」を策定しました。 

 

 近年、子どもたちや保護者を取り巻く社会環境の変化とともに、人間関係の希薄化、

ＳＮＳ等によるコミュニケーションの多様化により、家庭教育の困難さが懸念されていま

す。また、保護者が孤立したり、子どもへの接し方に自信を失っている保護者が増加し

たりしている現状もあります。乳幼児においても、外遊びや直接体験の機会の不足、基

本的生活習慣の自立の遅れなどの傾向が見られます。幼い頃から、家庭や地域とともに、

生命を尊重する心、思いやりなど豊かな人間性や主体的に物事を判断し、行動する力を

育成することが重要な課題であることを改めて感じています。 

 

こうした中、平成 29年３月に、幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育

要領、保育所保育指針等が改訂（定）され、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」や

「幼児教育と小学校教育との接続の一層の強化」などが、すべての幼児教育・保育施設

に共通して示され、新小学校学習指導要領においても、幼児教育と小学校教育間の円滑

な接続の重要性が総則等に盛り込まれたところです。また、子ども・子育て支援新制度

及び幼児教育・保育の無償化により、幼稚園・認定こども園・保育所等において、生き

る力の基礎となる質の高い幼児教育が求められています。 

 

今、幼児教育の重要性が一層注目されています。本プログラムは、鳥取県の幼児教育

はどうあるべきかを明確にし、今後の幼児教育の指針として提案するものであり、各市

町村及び幼児教育関係者において、広く共有し、協力しながら幼児教育の振興に積極的

に活用されることを望んでいます。 

 

本プログラム策定のために真摯に御協議いただいた「鳥取県幼児教育振興プログラム

の改訂に係る検討委員会」検討委員並びにアドバイザーの皆様をはじめ、貴重な御意見

を寄せていただいた県民の皆様に深く感謝申し上げます。 

 

令和元年１１月   

 

         鳥取県教育委員会教育長    山 本  仁 志 
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